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︑
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︑
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︒
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・
・
︒

食
べ
た
い
も
の
も
遠
慮
し
て
・
・
・
︑

残
り
物
で
済
ま
せ
て
い
た
・
・
・
︒

そ
ん
な
母
は
教
え
て
く
れ
た
・
・
・
︑
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﹁
お
金
は
人
を
狂
わ
す
﹂

と
い
う
こ
と
を
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

お
金
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
・
・
・
︒

愛
と
か
・
・
・
︑

勇
気
と
か
・
・
・
︑

正
義
を
愛
す
る
心
と
か
・
・
・
︒

私
は
母
か
ら
・
・
・
︑

金
銭
で
は
見
積
も
る
こ
と
の
出
来
な
い
・
・
・
︑

大
い
な
る
遺
産
を
譲
り
受
け
た
・
・
・
︒

あ
り
が
と
う
・
・
・
︑

お
か
あ
さ
ん
・
・
・
︑

心
配
し
な
く
て
い
い
よ
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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﹁
老
子
﹂
兵
法
の
極
意
・
・
・
そ
の
意
味
が
わ
か
り
か
け
た
・
・
・
︒

少
し
前
に
・
・
・
︑

﹁
老
子
﹂
に
あ
る
・
・
・
︑

兵
法
の
極
意
を
読
ん
だ
・
・
・
︒

そ
れ
は
・
・
・
︑

﹁
戦
い
と
い
う
も
の
は
︑
仕
掛
け
ら
れ
て
︑
や
む
お
え
ず
応
戦
す
る
も
の
が
常
に
勝
つ
・
・
・
︒﹂

と
い
う
も
の
で
あ
る
・
・
・
︒

そ
の
真
の
意
味
が
・
・
・
︑

最
近
よ
う
や
く
理
解
で
き
た
気
が
す
る
・
・
・
︒

戦
い
を
仕
掛
け
た
り
・
・
・
︑

嫌
が
ら
せ
を
し
た
り
・
・
・
︑

卑
怯
な
こ
と
を
す
る
者
は
・
・
・
︑

必
ず
そ
の
悪
事
が
露
見
し
て
・
・
・
︑

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

身
の
破
滅
・
・
・
︒

だ
い
い
ち
・
・
・
︑
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そ
ん
な
輩
に
は
・
・
・
︑

天
が
味
方
し
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

君
子
は
義
に
り
︑
小
人
は
利
に
喩
る
・
・
・
︒

﹁
論
語
﹂
に
あ
る
・
・
・
︑

﹁
君
子
は
義
に
喩
り
︑
小
人
は
利
に
喩
る
・
・
・
︒﹂

そ
の
意
味
が
や
っ
と
分
か
っ
た
気
が
す
る
・
・
・
︒

﹁
大
学
﹂
に
は
・
・
・
︑

﹁
小
人
閑
居
を
し
て
不
善
を
な
す
・
・
・
︒﹂

と
あ
る
・
・
・
︒

と
に
か
く
・
・
・
︑

楽
を
し
て
︑
利
益
ば
か
り
追
い
求
め
て
い
る
人
は
・
・
・
︑

論
ず
る
に
値
し
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑
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・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

お
か
あ
さ
ん
っ
て
・
・
・
い
い
ひ
び
き
で
す
よ
ね
・
・
・
︒

お
か
あ
さ
ん
っ
て
・
・
・
︑

い
い
ひ
び
き
で
す
よ
ね
・
・
・
︒

最
近
・
・
・
︑

や
っ
と
・
・
・
︑

分
か
り
ま
し
た
・
・
・
︒

あ
り
が
と
う
ね
・
・
・
︑

お
か
あ
さ
ん
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

行
動
・
・
・
︒

正
義
は
行
動
に
よ
り
正
義
と
な
る
・
・
・
︒
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真
実
も
行
動
に
よ
り
真
実
と
な
る
・
・
・
︒

信
頼
も
行
動
に
よ
り
信
頼
と
な
る
・
・
・
︒

行
動
し
な
け
れ
ば
・
・
︑

何
も
始
ま
ら
な
い
・
・
・
︒

何
も
生
れ
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

裏
切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
・
・
・
︒

先
月
物
故
し
た
母
を
・
・
・
︑

父
と
妹
は
裏
切
っ
た
・
・
・
︒

確
証
は
な
い
が
・
・
・
︑

多
分
そ
う
だ
と
思
う
・
・
・
︒

晩
年
の
母
の
言
動
か
ら
察
す
る
の
で
は
あ
る
が
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

私
は
裏
切
ら
な
い
・
・
・
︒
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そ
れ
を
母
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
・
・
・
︒

母
が
私
を
産
ん
で
育
て
た
の
だ
か
ら
・
・
・
︒

私
に
は
・
・
・
︑

母
は
色
ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
・
・
・
︒

そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
・
・
・
︒

父
親
と
妹
は
・
・
・
︑

母
を
裏
切
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
・
・
・
︒

そ
ん
な
疑
念
を
憶
え
た
の
は
・
・
・
︑

母
の
死
後
で
あ
る
・
・
・
︒

今
で
は
後
悔
し
て
い
る
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

私
は
裏
切
ら
な
い
・
・
・
︒

そ
れ
を
母
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
・
・
・
︒

母
が
産
ん
で
育
て
た
の
だ
か
ら
・
・
・
︒

晩
年
の
母
は
・
・
・
︑

私
に
色
ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
・
・
・
︒

そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
を
・
・
・
︒

父
と
妹
が
・
・
・
︑
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母
を
裏
切
っ
た
の
で
は
・
・
・
？

そ
ん
な
疑
念
を
覚
え
た
の
は
・
・
・
︑

母
の
死
後
で
あ
る
・
・
・
︒

今
で
は
後
悔
し
て
い
る
・
・
・
︒

母
は
・
・
・
︑

私
の
よ
う
な
ダ
メ
人
間
を
信
じ
・
・
・
︑

頼
り
に
し
て
く
れ
た
・
・
・
︒

逆
に
言
え
ば
・
・
・
︑

私
の
よ
う
な
ダ
メ
人
間
し
か
・
・
・
︑

信
じ
︑
頼
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
・
・
・
︒

そ
れ
を
思
う
と
不
憫
で
あ
る
・
・
・
︒

﹁
お
か
あ
さ
ん
・
・
・
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
・
・
・
お
れ
は
・
・
・
裏
切
ら
な
い
か
ら
・
・
・
︒﹂

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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友
情
・
・
・
︒

最
近
ト
ラ
ブ
ル
続
き
な
の
で
・
・
︑

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
・
・
・
︑

親
友
弁
護
士
に
絶
縁
状
を
叩
き
つ
け
て
し
ま
っ
た
・
・
・
︒

後
の
祭
り
で
あ
る
・
・
・
︒

許
し
て
く
れ
る
か
な
あ
・
・
・
︑

無
理
だ
ろ
う
な
あ
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

こ
の
国
の
正
義
を
信
じ
る
・
・
・
︒

こ
こ
ん
と
こ
・
・
・
︑

激
ヤ
バ
状
態
で
あ
る
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

私
は
信
じ
て
い
る
・
・
・
︑
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こ
の
国
の
正
義
を
・
・
・
︒

学
生
時
代
・
・
・
︑

ゼ
ミ
の
先
生
は
・
・
・
︑

元
検
事
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

立
派
な
方
で
・
・
・
︑

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
・
・
・
︒

不
義
理
を
重
ね
・
・
・
︑

会
え
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
・
・
・
︒

恥
じ
入
る
ば
か
り
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

私
は
・
・
・
︑

こ
の
国
の
正
義
を
信
じ
て
い
る
・
・
・
︒

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
︑

土
本
先
生
・
・
・
︒

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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偶
然
を
装
っ
た
必
然
・
・
・
︒

以
前
・
・
・
︑

あ
る
友
人
が
・
・
・
︑

﹁
偶
然
を
装
っ
た
必
然
﹂

と
い
う
言
葉
を
力
説
し
て
い
た
・
・
・
︒

愚
禅
に
思
え
る
出
会
い
・
・
・
︑

偶
然
に
思
え
る
出
来
事
・
・
・
︒

し
か
し
そ
れ
は
・
・
・
︑

偶
然
で
は
な
く
・
・
・
︑

必
然
で
あ
る
と
い
う
の
だ
・
・
・
︒

当
時
は
何
の
こ
と
だ
か
よ
く
理
解
ら
な
か
っ
た
が
・
・
・
︑

最
近
・
・
・
︑

少
し
は
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
・
・
・
︒

彼
と
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
・
・
・
︑

彼
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
多
い
・
・
・
︒

度
々
私
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
し
て
く
れ
た
・
・
・
︒

彼
に
は
感
謝
し
て
い
る
・
・
・
︒
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彼
の
幸
せ
を
祈
る
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

自
ら
之
を
取
る
・
・
・
︒

致
知
出
版
社
　
﹁
孟
子
　
一
日
一
言
﹂
よ
り
引
用
・
・
・
︒

﹁
自
ら
之
れ
を
取
る
な
り
︒﹂

意
味
は
・
・
・
︑

﹁︵
全
て
の
善
悪
は
︶
自
分
が
招
い
た
も
の
で
あ
る
・
・
・
︒﹂

と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
・
・
︒

因
果
応
報
と
い
う
か
・
・
・
︑

善
因
善
果
・
悪
因
悪
果
と
い
う
か
・
・
・
︑

自
業
自
得
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
・
・
・
︑

案
外
忘
れ
が
ち
で
あ
る
・
・
・
︒

私
も
・
・
・
︑
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肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

車
酔
い
・
・
・
︒

子
供
の
頃
は
・
・
・
︑

車
に
乗
る
と
・
・
・
︑

必
ず
車
酔
い
し
た
・
・
・
︒

バ
ス
旅
行
な
ど
で
は
・
・
・
︑

必
ず
ゲ
ロ
し
た
・
・
・
︒

備
え
付
け
の
ゲ
ロ
袋
に
吐
い
た
・
・
・
︒

大
学
生
の
頃
・
・
・
︑

高
速
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
時
・
・
・
︑

前
の
座
席
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
・
・
・
︑

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
た
・
・
・
︒

昔
は
高
速
バ
ス
の
中
で
タ
バ
コ
が
吸
え
た
の
だ
・
・
・
︒
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そ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
タ
バ
コ
の
煙
の
せ
い
で
・
・
・
︑

酔
っ
て
途
中
で
降
り
た
・
・
・
︒

そ
し
て
ト
イ
レ
に
駆
け
込
み
ゲ
ロ
し
た
・
・
・
︒

就
職
し
て
か
ら
・
・
・
︑

車
好
き
の
上
司
に
・
・
・
︑

富
士
五
湖
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
・
・
・
︒

ラ
ン
チ
ャ
・
デ
ル
タ
・
イ
ン
テ
グ
ラ
ー
レ
で
・
・
・
︒

彼
は
相
当
な
車
マ
ニ
ア
で
・
・
・
︑

学
習
院
時
代
に
は
・
・
・
︑

ラ
リ
ー
に
出
場
し
て
い
た
ら
し
か
っ
た
・
・
・
︒

ド
ラ
テ
ク
も
素
晴
ら
し
く
・
・
・
︑

ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
・
・
・
︑

ヒ
ー
ル
ア
ン
ド
ト
ゥ
を
軽
く
こ
な
し
て
い
た
・
・
・
︒

と
ん
で
も
な
い
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
ケ
ク
ニ
シ
ャ
ン
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
は
い
い
の
だ
が
・
・
・
︑

コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
・
・
・
︑

相
当
な
横
Ｇ
が
か
か
り
・
・
・
︑

酔
っ
て
気
持
ち
悪
く
な
っ
た
・
・
・
︒
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そ
れ
で
・
・
・
︑

途
中
で
止
ま
っ
て
も
ら
い
・
・
・
︑

降
り
て
ゲ
ロ
し
た
・
・
・
︒

﹁
な
ん
だ
・
・
・
お
も
し
ろ
く
な
い
な
あ
・
・
・
︒﹂

そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
・
・
・
︒

昼
ご
は
ん
は
﹁
ほ
う
と
う
汁
﹂
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
・
・
・
︒

妙
に
美
味
か
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
・
・
・
︑

私
も
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ
た
・
・
・
︒

よ
く
考
え
る
と
・
・
・
︑

今
で
は
・
・
・
︑

車
酔
い
を
し
な
く
な
っ
た
・
・
・
︒

も
し
か
す
る
と
・
・
・
︑

車
酔
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
・
・
︑

若
さ
の
証
な
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
︒

そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
︑

あ
の
元
上
司
は
・
・
・
︑

今
で
も
元
気
な
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？
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今
年
に
入
っ
て
・
・
・
︑

久
し
ぶ
り
に
手
紙
を
書
い
た
が
・
・
・
︑

未
だ
返
事
は
来
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

﹁
み
ん
な
こ
れ
飲
ん
で
ま
す
よ
・
・
・
！
！
﹂

今
と
な
っ
て
は
随
分
と
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

就
職
し
て
間
も
な
い
頃
の
・
・
・
︑

駅
の
売
店
で
の
話
で
あ
る
・
・
・
︒

二
日
酔
い
だ
っ
た
の
で
・
・
・
︑

店
員
の
中
年
女
性
に
・
・
・
︑

﹁
ソ
ル
マ
ッ
ク
み
た
い
な
の
あ
り
ま
す
か
・
・
・
？
﹂

と
た
ず
ね
た
・
・
・
︒

す
る
と
・
・
・
︑

そ
の
店
員
は
・
・
・
︑
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リ
ポ
ビ
タ
ン
の
よ
う
な
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
差
し
出
し
て
・
・
・
︑

﹁
は
い
ど
う
ぞ
！
﹂

と
言
っ
た
・
・
・
︒

私
は
・
・
・
︑

﹁
い
や
︑
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
︑
二
日
酔
い
に
効
く
の
が
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
︒﹂

と
返
し
た
・
・
・
︒

す
る
と
彼
女
は
言
っ
た
・
・
・
︑

﹁
み
ん
な
こ
れ
飲
ん
で
ま
す
よ
・
・
・
！
！
﹂

・
・
・
と
・
・
・
︒

﹁
そ
ん
な
こ
と
な
い
だ
ろ
う
・
・
・
ま
あ
・
・
・
そ
う
い
う
人
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
が
・
・
・
今
は
ソ
ル
マ
ッ
ク
が
飲
み

た
い
ん
だ
よ
ー
・
・
・
！
﹂

と
︑
心
の
中
で
叫
ん
だ
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

当
然
の
こ
と
な
が
ら
・
・
・
︑

二
度
と
そ
の
売
店
で
何
か
を
買
う
こ
と
は
な
か
っ
た
・
・
・
︒

今
夜
ふ
と
思
い
出
し
た
・
・
・
︒

あ
の
売
店
の
中
年
女
性
は
・
・
・
︑

今
頃
ど
う
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

ま
あ
・
・
・
︑
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そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
は
あ
る
が
・
・
・
︒

随
分
と
時
が
経
過
し
た
今
で
も
時
々
思
い
出
す
・
・
・
︑

﹁
み
ん
な
こ
れ
飲
ん
で
ま
す
よ
・
・
・
！
！
﹂

と
い
う
意
味
不
明
な
言
葉
を
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
・
・
・
︒

今
と
な
っ
て
は
随
分
と
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

就
職
し
て
二
年
目
・
・
・
︑

と
あ
る
研
修
所
に
入
所
し
た
・
・
・
︒

メ
ン
タ
ル
面
に
不
調
を
き
た
し
て
い
た
私
は
・
・
・
︑

周
囲
に
馴
染
め
な
か
っ
た
・
・
・
︒

人
付
き
合
い
が
苦
手
に
な
り
・
・
・
︑

昼
食
は
・
・
・
︑

外
に
出
て
・
・
・
︑
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近
く
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
に
・
・
・
︑

毎
日
通
っ
た
・
・
・
︒

当
時
・
・
・
︑

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
で
人
気
だ
っ
た
・
・
・
︒

私
は
毎
日
食
べ
た
・
・
・
︒

毎
日
・
・
・
︑

毎
日
・
・
・
︑

食
べ
た
・
・
・
︒

す
る
と
・
・
・
︑

さ
す
が
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
・
・
・
︒

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
は
勿
論
の
こ
と
・
・
・
︑

全
て
の
メ
ニ
ュ
ー
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
・
・
・
︒

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
や
・
・
・
︑

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
と
聞
く
だ
け
で
胸
焼
け
し
て
ゲ
ッ
プ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
で
し
か
た
な
く
・
・
・
︑

小
さ
な
お
店
で
・
・
・
︑

パ
ン
を
買
っ
て
・
・
・
︑

近
く
の
公
園
で
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
・
・
・
︒
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時
々
・
・
・
︑

お
子
様
を
連
れ
た
奥
様
が
来
ら
れ
て
い
た
が
・
・
・
︑

不
思
議
そ
う
に
私
の
方
を
見
て
い
た
・
・
・
︒

何
だ
か
恥
ず
か
し
か
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
・
・
・
︑

私
は
退
職
し
た
・
・
・
︒

あ
れ
か
ら
随
分
と
長
い
年
月
が
流
れ
た
・
・
・
︒

あ
の
公
園
は
・
・
・
︑

あ
の
小
さ
な
お
店
は
・
・
・
︑

あ
の
親
子
連
れ
は
・
・
・
︑

そ
し
て
・
・
・
︑

あ
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
は
・
・
・
︑

今
で
も
健
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

随
分
と
長
い
年
月
が
過
ぎ
去
っ
た
今
で
も
・
・
・
︑

時
々
思
い
出
す
・
・
・
︒

﹁
あ
あ
・
・
・
あ
の
頃
は
ま
だ
若
か
っ
た
な
あ
・
・
・
︒﹂

そ
ん
な
感
じ
で
あ
る
・
・
・
︒

当
時
は
苦
し
か
っ
た
が
・
・
・
︑
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今
と
な
っ
て
は
・
・
・
︑

何
と
な
く
・
・
・
︑

い
い
思
い
出
で
あ
る
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

ト
ム
・
リ
プ
レ
ー
・
・
・
︒

今
と
な
っ
て
は
随
分
と
昔
の
話
で
あ
る
が
・
・
・
︑

学
生
時
代
・
・
・
︑

﹁
プ
レ
イ
ン
ソ
レ
イ
ユ
﹂
つ
ま
り
・
・
・
︑

﹁
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
﹂
を
観
た
・
・
・
︒

原
作
は
・
・
・
︑

パ
ト
リ
シ
ア
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
・
・
・
？

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
演
ず
る
ト
ム
リ
プ
レ
ー
は
・
・
・
︑

完
全
犯
罪
を
目
論
ん
だ
・
・
・
︒

船
の
上
で
・
・
・
︑
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お
金
持
ち
の
友
人
を
殺
害
し
て
・
・
・
︑

船
か
ら
海
に
投
げ
込
ん
だ
・
・
・
︒

偽
の
サ
イ
ン
の
練
習
ま
で
し
て
・
・
・
︑

完
全
犯
罪
を
成
し
遂
げ
た
か
に
思
え
た
・
・
・
︒

し
か
し
・
・
︑

完
全
犯
罪
な
ど
出
来
よ
う
は
ず
も
な
い
・
・
・
︒

投
げ
込
ん
だ
遺
体
が
・
・
・
︑

フ
ェ
リ
ー
の
錨
に
絡
ま
っ
て
巻
き
上
げ
ら
れ
・
・
・
︑

悪
字
が
露
見
し
た
・
・
・
︒

そ
の
シ
ー
ン
の
の
記
憶
は
・
・
・
︑

何
と
も
言
え
な
い
記
憶
で
あ
る
・
・
・
︒

ラ
ス
ト
近
く
の
・
・
・
︑

﹁
リ
プ
レ
ー
さ
ん
︑
お
電
話
で
す
よ
ー
・
・
・
︒﹂

と
い
う
台
詞
が
・
・
・
︑

ど
う
い
う
訳
ｋ
ｓ
・
・
・
︒

物
悲
し
か
っ
た
・
・
・
︒

悪
事
は
必
ず
露
見
す
る
・
・
・
︑

・
・
︑
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・
︑

積
善
改
過
に
励
も
う
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

と
あ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
劇
場
・
・
・
︒

今
と
な
っ
て
は
随
分
と
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

子
供
の
頃
・
・
・
︑

と
あ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
劇
場
を
観
た
・
・
・
︒

藤
田
ま
こ
と
さ
ん
演
じ
る
男
が
・
・
・
︑

人
を
殺
し
た
・
・
・
︒

男
は
遺
体
を
空
き
地
に
埋
め
た
・
・
・
︒

埋
め
た
の
だ
が
・
・
・
︑

そ
の
時
・
・
・
︑

自
分
の
持
ち
物
の
何
か
を
・
・
・
︑

一
緒
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
・
・
・
︒
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う
ま
く
遺
体
を
処
分
し
た
と
思
っ
て
い
た
男
は
・
・
・
︑

自
分
の
持
ち
物
も
一
緒
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

男
の
破
滅
が
始
ま
っ
た
・
・
・
︒

何
と
な
く
そ
ん
な
話
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

や
は
り
完
全
犯
罪
な
ど
出
来
よ
う
は
ず
が
な
い
・
・
・
︒

ま
た
・
・
・
︑

霊
魂
の
存
在
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
・
・
・
︒

何
と
な
く
不
気
味
な
話
で
あ
っ
た
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

ヘ
ム
ヘ
ム
な
男
・
・
・
︒

今
と
な
っ
て
は
結
構
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

３
０
代
後
半
・
・
・
︑

と
あ
る
公
的
機
関
の
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
・
・
・
︒
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私
が
配
属
さ
れ
た
部
署
は
・
・
・
︑

課
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
１
０
名
ほ
ど
の
部
署
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
こ
の
事
実
上
の
Ｎ
ｏ
．
２
は
・
・
・
︑

主
幹
係
長
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

私
の
仕
事
は
ほ
ぼ
雑
用
だ
っ
た
が
・
・
・
︑

皆
が
和
気
藹
々
と
し
て
い
て
・
・
・
︑

楽
し
か
っ
た
・
・
・
︒

そ
の
Ｎ
ｏ
．
２
の
主
幹
は
・
・
︑

ま
あ
ま
あ
イ
ケ
メ
ン
で
・
・
・
︑

仕
事
も
出
来
て
・
・
・
︑

人
間
性
に
於
い
て
も
申
し
分
な
か
っ
た
・
・
・
︒

し
か
し
な
ぜ
だ
か
・
・
・
︑

独
り
身
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

ま
あ
そ
れ
は
い
い
と
し
て
・
・
・
︑

彼
に
は
・
・
・
︑

変
わ
っ
た
口
癖
が
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
は
・
・
・
︑

デ
ス
ク
に
吸
わ
て
い
る
時
・
・
・
︑
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﹁
・
・
・
ヘ
ム
ヘ
ム
・
・
・
︒﹂

と
い
う
口
癖
・
・
・
？
・
・
・
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

他
の
職
員
の
方
は
承
知
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
・
・
・
︑

私
に
は
謎
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

た
だ
・
・
・
︑

そ
の
・
・
・
︑

﹁
・
・
・
ヘ
ム
ヘ
ム
・
・
・
︒﹂

は
︑
嫌
な
感
じ
で
は
な
か
っ
た
・
・
・
︒

臨
時
職
員
で
あ
っ
た
の
で
・
・
・
︑

当
然
な
が
ら
・
・
・
︑

任
期
が
満
了
し
て
・
・
・
︑

そ
の
職
場
を
去
っ
た
・
・
・
︒

そ
れ
か
ら
結
構
な
時
が
経
過
し
た
・
・
・
︒

あ
の
主
幹
は
・
・
・
︑

今
で
も
元
気
な
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

そ
し
て
・
・
・
︑

結
婚
は
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

そ
し
て
何
よ
り
・
・
・
︑

34



今
で
も
・
・
・
︑

あ
の
口
癖
・
・
・
︑

﹁
・
・
・
ヘ
ム
ヘ
ム
・
・
・
︒﹂

は
・
・
・
︑

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

時
々
思
い
出
す
・
・
・
︑

﹁
ヘ
ム
ヘ
ム
﹂
な
男
の
こ
と
を
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

総
務
の
女
性
・
・
・
︒

今
と
な
っ
て
は
結
構
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑

３
０
代
後
半
・
・
・
︑

と
あ
る
公
的
機
関
の
臨
時
職
員
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
こ
の
総
務
の
女
性
が
臨
時
職
員
の
世
話
係
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

当
時
・
・
・
︑
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そ
こ
の
臨
時
職
員
は
２
０
歳
く
ら
い
の
若
い
女
性
ば
か
り
で
・
・
・
︑

男
性
は
私
一
人
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
︑

そ
の
総
務
の
女
性
は
・
・
・
︑

私
を
気
に
か
け
て
下
さ
っ
た
・
・
・
︒

誠
実
で
メ
ガ
ネ
の
似
合
う
理
知
的
な
女
性
で
あ
っ
た
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

当
然
の
こ
と
な
が
ら
・
・
・
︑

任
期
満
了
・
・
・
︒

最
終
日
・
・
・
︑

彼
女
に
挨
拶
に
行
く
と
・
・
・
︑

﹁
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
︒﹂

と
︑
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
く
だ
さ
っ
た
・
・
・
︒

本
来
な
ら
︑
私
が
述
べ
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
の
に
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

女
性
ら
し
い
・
・
・
︑

か
わ
い
い
メ
モ
に
・
・
・
︑

私
に
対
す
る
労
い
の
言
葉
と
・
・
・
︑
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こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
に
対
す
る
激
励
の
言
葉
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
・
・
・
︒

私
は
感
動
の
あ
ま
り
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
・
・
・
︒

そ
の
メ
モ
は
・
・
・
︑

今
で
も
大
切
に
し
て
い
る
・
・
・
︒

そ
れ
か
ら
２
０
年
ほ
ど
の
年
月
が
経
過
し
た
・
・
・
︒

彼
女
は
今
で
も
元
気
な
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

時
々
思
い
出
す
・
・
・
︑

総
務
の
女
性
の
こ
と
を
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

最
後
の
動
画
・
・
・
︒

今
日
・
・
・
︑

亡
き
母
の
ス
マ
ホ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
・
・
・
︒

﹁
お
か
あ
さ
ん
は
︑
ど
ん
な
動
画
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
﹂

そ
う
思
っ
て
・
・
・
︑
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ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
・
・
・
︒

す
ろ
と
・
・
・
︑

視
聴
動
画
の
ほ
と
ん
ど
が
・
・
・
︑

料
理
の
動
画
だ
っ
た
・
・
・
︒

最
後
の
視
聴
動
画
も
・
・
・
︑

料
理
の
動
画
だ
っ
た
・
・
・
︒

﹁
そ
う
い
え
ば
・
・
・
お
か
あ
さ
ん
は
料
理
が
好
き
だ
っ
た
な
あ
・
・
・
︒﹂

﹁
あ
り
が
と
う
・
・
・
お
か
あ
さ
ん
・
・
・
も
う
一
度
・
・
・
お
か
あ
さ
ん
ん
の
手
料
理
食
べ
た
い
よ
お
お
お
お
お
・
・
・
！
﹂

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

最
後
の
料
理
・
・
・
︒

生
前
・
・
・
︑

母
は
料
理
が
好
き
だ
っ
た
・
・
・
︒

晩
年
も
・
・
・
︑

動
き
づ
ら
い
体
で
・
・
・
︑

一
生
懸
命
︑
美
味
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
た
・
・
・
︒
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そ
し
て
・
・
・
︑

母
が
最
後
に
作
っ
て
く
れ
た
の
は
・
・
・
︑

私
が
カ
ッ
ト
し
た
き
ゅ
う
り
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
た
も
の
・
・
・
︒

そ
れ
と
・
・
・
︑

私
が
切
っ
た
ト
マ
ト
を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
え
た
も
の
・
・
・
︒

美
味
し
か
っ
た
・
・
・
︒

だ
が
・
・
・
︑

私
は
・
・
・
︑

母
に
・
・
・
︑

言
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
︒

﹁
余
計
な
こ
と
し
な
い
で
よ
・
・
・
！
﹂

・
・
・
と
・
・
・
︒

母
は
少
し
さ
み
し
そ
う
だ
っ
た
・
・
・
︒

私
に
・
・
・
︑

少
し
で
も
お
い
し
く
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
て
く
れ
て
い
た
は
ず
な
の
に
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

母
は
旅
立
っ
た
・
・
・
︒

私
は
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
・
・
・
︒
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み
な
さ
ん
・
・
・
︑

お
母
さ
ん
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
・
・
・
︒

お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
料
理
は
・
・
・
︑

残
さ
ず
に
全
部
食
べ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
料
理
に
・
・
・
︑

不
平
不
満
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
・
・
・
︒

お
母
さ
ん
は
永
遠
に
生
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
︒

お
母
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
る
料
理
を
・
・
・
︑

永
遠
に
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
︒

だ
か
ら
・
・
・
︑

み
な
さ
ん
・
・
・
︑

お
母
さ
ん
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
・
・
・
︒

﹁
お
母
さ
ん
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
・
︒﹂

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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正
義
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
︒

正
義
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
︒

何
が
な
ん
で
も
・
・
・
︒

関
ヶ
原
合
戦
の
直
前
・
・
・
︑

島
津
義
弘
は
・
・
・
︑

石
田
三
成
に
言
い
放
っ
た
ら
し
い
・
・
・
︑

﹁
負
け
れ
ば
正
義
は
死
に
申
す
・
・
・
︒﹂

・
・
・
と
・
・
・
︒

そ
う
・
・
・
︑

負
け
れ
ば
・
・
・
︑

正
義
が
正
義
で
は
な
く
な
る
・
・
・
︒

だ
か
ら
・
・
・
︑

正
義
は
・
・
・
︑

何
が
な
ん
で
も
・
・
・
︑

勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑
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南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

悪
人
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
・
・
・
自
ら
が
正
気
で
あ
る
と
知
る
・
・
・
︒

最
近
私
は
・
・
・
︑

自
ら
が
正
気
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
た
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

悪
人
と
相
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
り
・
・
・
︑

自
ら
が
・
・
・
︑

未
だ
正
気
を
失
っ
て
は
い
な
い
と
知
っ
た
・
・
・
︒

悪
人
の
存
在
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

悪
人
は
・
・
・
︑

絶
対
に
・
・
・
︑

許
し
て
は
な
ら
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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母
の
い
な
い
母
の
日
・
・
・
︒

今
年
も
母
の
日
が
や
っ
て
く
る
・
・
・
︒

し
か
し
・
・
・
︑

も
う
母
は
い
な
い
・
・
・
︒

初
め
て
の
・
・
・
︑

母
の
い
な
い
母
の
日
で
あ
る
・
・
・
︒

何
だ
か
寂
し
い
な
あ
・
・
・
︒

母
の
好
き
だ
っ
た
・
・
・
︑

お
寿
司
か
刺
し
身
を
買
っ
て
こ
よ
う
か
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

人
生
は
感
動
で
す
か
ら
ね
・
・
・
！

今
と
な
っ
て
は
随
分
と
昔
の
話
で
は
あ
る
が
・
・
・
︑
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学
生
時
代
の
恩
師
が
述
べ
ら
れ
た
・
・
・
︑

﹁
人
生
は
感
動
で
す
か
ら
ね
・
・
・
！
﹂

・
・
・
と
・
・
・
︒

そ
の
時
は
・
・
・
︑

恩
師
の
真
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
︒

し
か
し
な
が
ら
・
・
・
︑

何
十
年
と
う
い
う
歳
月
の
中
で
・
・
・
︑

朧
気
な
が
ら
解
り
か
け
て
い
る
・
・
・
︒

感
動
と
は
・
・
・
︑

喜
び
な
ど
・
・
・
︑

良
い
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
・
・
・
︒

悲
し
み
・
・
・
︑

苦
し
み
な
ど
・
・
・
︑

人
生
に
お
け
る
全
て
の
こ
と
が
・
・
・
︑

﹁
感
動
﹂
な
の
で
あ
ろ
う
・
・
・
︒

恩
師
の
志
と
・
・
・
︑

そ
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
・
・
・
︑

仕
切
り
な
お
し
て
・
・
・
︑
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精
進
す
る
・
・
・
︑

と
い
う
覚
悟
で
あ
る
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

強
く
な
け
れ
ば
︑
正
し
く
な
れ
な
い
・
・
・
︒

今
夜
ふ
と
思
っ
た
・
・
・
︑

強
く
な
け
れ
ば
・
・
・
︑

正
し
く
な
れ
な
い
・
・
・
︒

強
く
な
い
と
・
・
・
︑

悪
事
に
手
を
染
め
て
し
ま
う
・
・
・
︒

そ
し
て
・
・
・
︑

そ
の
・
・
・
︑

往
生
際
の
悪
さ
は
・
・
・
︑

吐
き
気
す
ら
も
よ
お
す
・
・
・
︒

や
は
り
・
・
・
︑
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強
く
な
け
れ
ば
・
・
・
︑

正
し
く
な
れ
な
い
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

正
義
を
愛
す
る
心
・
・
・
︒

私
は
・
・
・
︑

祖
母
か
ら
・
・
・
︑

母
か
ら
・
・
・
︑

伊
藤
栄
樹
先
生
の
著
書
か
ら
・
・
・
︑

河
合
信
太
郎
先
生
の
著
書
か
ら
・
・
・
︑

高
橋
武
生
先
生
か
ら
・
・
・
︑

中
野
次
雄
先
生
か
ら
・
・
・
︑

そ
し
て
・
・
・
︑

何
よ
り
・
・
・
︑

土
本
武
司
先
生
か
ら
・
・
・
︑
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正
義
を
愛
す
る
勇
敢
な
心
を
学
ん
だ
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

強
い
と
い
う
こ
と
・
・
・
あ
る
い
は
・
・
・
勇
気
と
い
う
こ
と
・
・
・
︒

強
い
と
い
う
こ
と
・
・
・
︑

あ
る
い
は
・
・
・
︑

勇
気
が
あ
る
・
・
・
︑

と
い
う
こ
と
は
・
・
・
︑

恐
怖
を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
・
・
・
︒

少
な
く
と
も
私
は
そ
う
思
う
・
・
・
︒

誰
し
も
が
・
・
・
︑

恐
怖
を
感
じ
る
時
が
あ
る
・
・
・
︒

全
く
恐
怖
を
感
じ
な
い
と
す
れ
ば
・
・
・
︑

そ
の
人
は
異
常
な
だ
け
で
あ
る
・
・
・
︒

恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
も
・
・
・
︑
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自
分
を
見
失
わ
ず
に
・
・
・
︑

真
実
に
向
か
っ
て
・
・
・
︑

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
・
・
・
︒

そ
れ
こ
そ
が
・
・
・
︑

強
い
と
い
う
こ
と
・
・
・
︑

あ
る
い
は
・
・
・
︑

勇
気
で
は
あ
る
ま
い
か
・
・
・
︑

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒

其
の
揆
一
な
り
・
・
・
︒

致
知
出
版
社
﹁
孟
子
　
一
日
一
言
﹂
よ
り
引
用
・
・
・
︒

﹁
先
聖
後
聖
其
の
揆
一
な
り
・
・
・
︒﹂

意
味
は
・
・
・
︑

﹁
先
の
聖
人
︵
舜
︶
も
後
の
聖
人
︵
文
王
︶
も
︑︵
生
ま
れ
た
土
地
や
時
代
に
か
か
わ
ら
ず
︶
そ
の
行
っ
た
道
は
全
く

同
一
で
あ
る
・
・
・
︒﹂

と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
・
・
︒
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正
し
い
こ
と
を
す
る
の
に
︑
時
代
や
場
所
は
関
係
な
い
・
・
・
︑

つ
ま
り
・
・
・
︑

何
時
の
時
代
で
も
︑
ど
こ
に
い
て
も
・
・
・
︑

正
し
い
こ
と
は
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
？

・
・
︑

・
︑

南
無
八
幡
大
菩
薩
・
・
・
︒
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